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森
の
石
松
を
は
じ
め
、清
水
次

郎
長
な
ど
清
水
一
家
に
扮
す
る

二
十
八
人
衆
が
仮
装
し
町
内
か

ら
大
洞
院
ま
で
を
練
り
歩
き

ま
す
。石
松
ま
つ
り
は
三
年
に

一
度
、供
養
祭
は
毎
年
行
な
わ

れ
ま
す
。 

●
と
き
／
三
月
下
旬
の
日
曜
日 

【
石
松
ま
つ
り
】 

清
流
と
山
間
の
霧
、恵
ま
れ
た

自
然
条
件
の
も
と
で
栽
培
さ
れ

る
森
の
お
茶
は
、自
然
の
香
り

を
た
い
せ
つ
に
し
た
味
わ
い
が
好

評
で
す
。和
菓
子
も「
梅
衣
」や

「
次
郎
柿
羊
か
ん
」、「
み
そ
ま

ん
じ
ゅ
う
」な
ど
、森
町
な
ら
で

は
の
甘
味
が
人
気
で
す
。 

【
遠
州
森
の
茶
と
和
菓
子
】 

森
町
が
原
産
の
治
郎
柿
は
、今

か
ら
約
百
六
十
年
ほ
ど
前
、松

本
治
郎
と
い
う
人
が
、太
田
川

の
洪
水
で
漂
流
し
て
い
た
柿
の

苗
木
を
持
ち
帰
っ
て
裏
庭
に
植

え
た
の
が
始
ま
り
と
い
わ
れ
、

そ
の
原
木
が
今
も
町
内
に
残
さ

れ
、秋
に
は
皇
室
に
献
上
さ
れ

て
い
ま
す
。 

【
治
郎
柿
】 

文
化
見
聞 

町
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら
、 

笛
や
太
鼓
の
音
が
響
く
。 

人
々
の
く
ら
し
と
と
も
に
培
わ
れ
た
、 

さ
ま
ざ
ま
な
伝
承
の
中
に 

失
わ
れ
つ
つ
あ
る
、ふ
る
さ
と
を
見
つ
け
る
。 

ぶ
　
ん
　
　
　
　
　
か
　
　
　
　
　
　
け
　
ん
　
　
　
　
ぶ
　
ん 

文
武
天
皇（
六
九
七
〜
七
〇
七

年
）の
時
代
、京
都
か
ら
神
官
が

着
任
し
た
折
、舞
楽
奉
納
し
た

こ
と
に
始
ま
り
、色
香
舞
、太
平

楽
舞
、二
の
舞
、陵
王
舞
、納
曽

利
舞
、獅
子
舞
な
ど
十
二
段
か

ら
な
り
、若
衆「
天
社
轂
」に
よ

り
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。 

●
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財 

●
と
き
／
四
月
第
一
土
・
日
曜
日 

【
天
宮
神
社
の
十
二
段
舞
楽
】 

明
応
五
年（
一
四
九
六
年
）、摂

津
の
国
天
王
寺
か
ら
伝
来
。鶴

舞
、龍
舞
、蟷
螂
舞
、優
填
獅
子

舞
な
ど
の
八
段
か
ら
な
り
、と

く
に
蟷
螂
舞
は
、昆
虫
の
か
つ
ら

を
つ
け
て
舞
う
、全
国
で
も
珍

し
い
舞
で
す
。 

●
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財 

●
と
き
／
七
月
十
五
日
に
近
い 

　
土
・
日
曜
日 

 【
山
名
神
社
の
天
王
祭
舞
楽
】 

て
ん
の
う
さ
い
ぶ
が
く 

文
武
天
皇（
大
宝
元
年
）の
御

代
か
ら
今
日
ま
で
続
け
ら
れ
、

連
舞
、色
香
舞
、大
平
楽
舞
、安

摩
舞
、二
の
舞
、納
蘇
利
舞
、獅

子
舞
な
ど
の
十
二
段
か
ら
な
り
、

乱
世
に
も
絶
え
る
こ
と
な
く
、

現
在
は
氏
子
一
同
に
よ
り
伝
承

奉
奏
さ
れ
て
い
ま
す
。 

●
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財 

●
と
き
／
四
月
十
八
日
に
近
い 

　
土
・
日
曜
日 

【
小
國
神
社
の
十
二
段
舞
楽
】 

鎌
倉
時
代
中
期
の
創
始
と
い
わ

れ
、五
穀
豊
穣
、家
畜
安
全
を

祈
願
す
る
十
二
段
の
行
事
に
よ

り
構
成
さ
れ
旧
社
家
の
人
々
に

よ
っ
て
伝
承
さ
れ
る
県
指
定
の

無
形
文
化
財
。現
在
祭
典
は
拝

殿
、行
事
は
舞
殿
で
行
な
わ
れ

ま
す
。 

●
と
き
／
一
月
三
日
（
小
國
神
社
境
内
） 

【
小
國
神
社 

田
遊
び
】 

森
町
体
験
の
里 

緑
の
山
々
と
吉
川
に
囲
ま
れ
て
、

陶
芸
、和
紙
す
き
、草
木
染
の

体
験
や
レ
ス
ト
ラ
ン
、パ
タ
ー
ゴ

ル
フ
、テ
ニ
ス
、カ
ヌ
ー
、レ
ン
タ
ル

Ｍ
Ｔ
Ｂ
、ハ
ー
ブ
園
な
ど
が
楽
し

め
ま
す
。 

●
開
場
時
間
／
午
前
九
時
〜 

　
　
　
　
　
　
午
後
五
時
三
〇
分
ま
で 

●
休
館
日
／
毎
週
水
曜
日 

　（
祝
日
・
春
休
み
・
夏
休
み
は
営
業
）年
末
年
始 

●
入
場
／
無
料 

●
電
話
／
○
五
三
八
―
八
五
―
○
一
一
五 

【
ア
ク
テ
ィ
森
】 

森
の
よ
ん
な
市 

「
よ
ん
な
い
」と
は
、「
お
寄
り

く
だ
さ
い
」と
い
う
方
言
。ア
ク

テ
ィ
森
の
一
角
に
あ
る
よ
ん
な

市
は
森
町
を
は
じ
め
、遠
州
地

方
の
名
産
や
特
産
を
た
く
さ

ん
集
め
ま
し
た
、新
鮮
な
野
菜

や
手
づ
く
り
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
が
大
人
気
で
す
。 

●
電
話
／
○
五
三
八
―
八
五
―
○
一
一
五 

江
戸
時
代
、時
の
領
主
・
土
屋

佐
渡
ノ
守
の
嫡
子
の
端
午
の
祝

い
に
凧
を
揚
げ
た
の
が
始
ま
り

と
伝
え
ら
れ
ま
す
。森
の
武
家

凧
は
横
幅
が
広
く
、二
本
の
糸

目
を
付
け
安
定
し
た
と
こ
ろ

を
一
本
で
ま
と
め
て
揚
げ
る

の
が
特
徴
。 

●
と
き
／
五
月
五
日 

（
太
田
川
森
川
橋
・
森
大
橋
付
近
） 

【
森
の
武
家
凧
】 

明
治
四
十
四
年
、中
村
秀
吉
氏
に
よ
っ
て
創
始
さ
れ
、静
岡
県
下

で
最
も
大
き
な
窯
場
。森
山
焼
は
小
堀
遠
州
七
窯
の
ひ
と
つ
で
あ

る
志
戸
呂
焼
き
の
流
れ
を
く
み
、作
風
は
、「
炎
の
芸
術
」と
呼
ぶ

に
ふ
さ
わ
し
い
趣
で
知
ら
れ
ま
す
。現
在
、閑
静
な
森
山
の
麓
に

四
軒
の
窯
元
が
あ
り
、そ
れ
ぞ
れ
の
陶
房
独
持
の
作
品
を
創
作

し
て
い
ま
す
。 

【
森
山
焼
】 

ぶ
　

か
　
だ
こ 
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江
戸
時
代
中
頃
、当
時
の
領
主
　
土
屋
の

殿
様
に
よ
り
江
戸
浅
草
の
「
三
社
囃
子
」

が
森
へ
伝
え
ら
れ
た
の
が
、「
森
の
祭
り

囃
子
」
の
始
ま
り
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
は
、華
麗
な
彫
刻
を
施
し
た
十
四
台

の
屋
台
に
よ
る
引
き
回
し
や
練
り
、最
終

日
の
若
衆
町
民
こ
ぞ
っ
て
、神
社
に
奉
仕

し
た
乙
女
を
各
町
内
の
自
宅
ま
で
送
る

「
舞
児
還
し
」の
神
事
が
行
な
わ
れ
ま
す
。 

【
森
の
ま
つ
り
】 

太
田
川
と
支
流
の
吉
川
、三
倉

川
は
、鮎
釣
り
の
漁
場
と
し
て

知
ら
れ
、シ
ー
ズ
ン
中
に
は
、県

内
外
か
ら
多
く
の
釣
人
が
訪
れ

ま
す
。と
く
に
上
流
部
は
美
し

い
渓
谷
に
囲
ま
れ
て
の
釣
り
が

楽
し
め
ま
す
。 

●
太
田
川
漁
協 

　
電
話
／
○
五
三
八
―
八
五
―
三
○
八
○ 

●
太
田
川
鮎
釣
り
解
禁
六
月
一
日 

●
吉
川
・
三
倉
川
鮎
釣
り
解
禁
六
月
二
十
五
日 

【
鮎
】 

●
と
き
／
十
一
月
第
一
金
・
土
・
日
曜
日 


